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志学館高等部 

校則の概要およびその背景について 
令和８年６月 

はじめに 

校則は単に行動を制限するためのものではなく、安心して学び合える環境を整え、社会の一員として

必要な規範意識や責任感を育てるためのものです。本校では、建学の理念「人生開拓」に則り、卒業後

の社会生活において自立した存在として活躍できるよう、「自己指導能力（自ら考え、判断し、行動を

律する力）」の育成を目的に校則を定めており、それに則った規律ある生活を生徒に求めています。 

 以下に本校校則の概要について説明します。 

校則の概要 

１．服装・身だしなみについて 

○基本的な考え方 

 服装や身だしなみは、単なる外見の問題ではなく、社会の中で信頼を得る態度、物事に向かう姿勢、

集団の一員としての自覚を表すものです。本校は、「規律ある進学校」を目指しており、制服の着こな

しにおいても清潔感と品位を保ち、学習に専念できるよう規定を設けており、社会において求められる

基本的なマナーを、日常生活の中で身につけることも目的としています。 

○制服に関する規定 

【男子】 

・冬服時は、制定のジャケット・セーター（任意）・ボタンダウンシャツ・ネクタイ・ベルト・スラッ

クス・靴下を着用する。 

・夏服時は、制定のボタンダウンシャツ（ポロシャツあり）・ベルト・スラックス・靴下を着用する。 

【女子】 

・冬服時は、制定のジャケット・セーター・ブラウス・リボン・スカート（スラックスあり）・靴下を

着用する。 

・夏服時は、制定のブラウス（ポロシャツあり）・ベスト・リボン・スカート（スラックスあり）・靴

下を着用する。 

・スカート丈は膝にかかる長さで着用する。 

【共通】 

・通学には制定鞄・革靴を着用する。 

・セーター、ベストの着用については、平時は任意だが式典などの際には着用を求めることがある。 

・インナーシャツは、華美でないものとし、袖や裾からはみ出さないように着用する。 

・防寒としてコートを着用する場合は、制定のものとする。 

・制服を変形させないこと。 

○背景・理由 

制服には、学習に集中しやすい環境をつくる、経済的・心理的な差を目立たせない、公私の区別をつ

ける、学校への帰属意識を育むなどの役割があります。また、社会生活においてＴＰОに応じた服装を

選択できる力は不可欠です。その基礎を学校生活の中で育むことが本校のねらいです。 
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２．頭髪等について 

○基本的な考え方 

頭髪は、清潔感、周囲に与える印象、社会的な受容性と深く関わる要素です。多様性が叫ばれる現代

社会ですが、実際は多くの場面で清潔感、落ち着いた印象、周囲に許容される自己表現が求められま

す。本校の校則はこれを一律に押し付けるためではなく、「その場では、どのような装いが求められる

のか」ということを判断できる力を育むためのものとして、基準を定めています。そのことから、本校

規定に基づき、違反している状態になった場合は、速やかに改善してもらいます。 

○頭髪等に関する規定 

【男子】 

・髪が目、耳、シャツの襟にかからない長さを保つ。 

【女子】 

・髪が著しく長い場合は、まとめるか編む。 

・ヘアピンやゴムを使用する場合は華美でないものを使用する。 

・前髪は目にかからないようにする。 

【共通】 

・整髪料、染色、脱色、パーマ等の加工は禁止とする。 

○背景・理由 

本校は進学校として、大学進学後やその後の社会生活を見据えた指導を行っています。頭髪等に関す

る規定は、学習に適した落ち着いた環境を保つことをひとつの目的とし、さらに、大学入試や就職試験

などにおける許容性も考慮してその基準を定めています。 

３．その他の生活規定について 

○その他の生活規定 

・アルバイトは原則禁止とする。 

・運転免許（船舶等含む）の取得は禁止とする。 

・学校生活において、化粧（カラーコンタクトや色付きの日焼け止め、リップクリーム含む）、アクセ

サリーは禁止する。 

○背景・理由 

高校生活は、将来の基盤となる重要な時期です。本校では、学習の時間と質の確保やその土台となる

生活習慣の確立のほか、心身の健全な成長を優先する観点から、一定の制限を設けています。 

４．電子端末について 

○基本的な考え方 

スマートフォン等の電子端末の使用は、個人の自由に関わる側面を持ちますが、同時に学習環境の維

持や他者への配慮、法令遵守といった責任も伴います。本校では、全校生徒がタブレット（機能制限あ

り）を使用し、学習活動に取り組める環境を整えておりますが、「自由」と「責任」を両立できる力を

育むことを重要視しています。 

○電子端末に関する規定 

• スマートフォンは、登校後は電源を切りロッカーで管理する。 

• 校内において、タブレットは学習活動において必要と思われる目的で使用する。 

○背景・理由 

スマートフォン等の電子端末は、現代社会において不可欠なツールである一方、依存や学習への影

響、人間関係トラブル、情報モラルの問題など、様々な課題も含んでいます。本校では、電子端末につ

いて、衝動に支配されることなく、「適切に使う力」を育てることを大切にしています。 
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５．指導の考え方について 

本校では、校則違反がみられた場合は、教育的配慮に基づいた指導を行います。目的は罰ではなく、

生徒が自らの行動に対して真摯に向き合い、その後より良い選択ができるように成長していくことで

す。 

６．懲戒処分・特別指導等について 

○懲戒処分について 

・校長は、教育上必要があると認める場合は、生徒に懲戒処分を行う。 

・生徒の懲戒処分は、退学、停学及び訓告とする。 

○特別指導について 

懲戒処分のうち停学・訓告については、教育上、懲戒処分と同等の効果を得ることができると校長が

判断した場合は、これを特別指導（別室指導）や校長注意、生徒指導主任注意に替えることができる。 

《強く自制を求める行為の例》 

迷惑行為（いじめ、嫌がらせ等含む）、無断アルバイト、自動車・バイク乗用、無断免許取得（無断教

習所入所含む）、暴力行為、深夜徘徊、喫煙行為（喫煙具所持等含む）、飲酒行為（同席含む）、試験

不正行為、賭博行為、強要・恐喝、ＳＮＳ・インターネット等の不適切な使用、その他犯罪にあたる行

為、諸規定（服装、頭髪、電子端末など）違反を繰り返す など 

おわりに 

学校は、勉強に励むだけの場所ではありません。学校という小さな社会の中で、人格を形成し、自身

のこれからの生き方について学び、考える場所でもあります。残念ながら社会には、自分の感情や利益

のみを優先し、平気でルールやマナーを無視する人がいます。そのような自己中心的な人が世の中に増

えていくと、安全な社会を保つことが難しくなるはずです。そのようなことを防ぐために、社会には法

律やルールがあり、それを守らない人には何かしらの罰則があります。罰則というのは、その人の反省

を促し、社会を正しい方向に導くためのものです。 

校則について、単に「ルールだから従う」のではなく、ルールがあることの意味やそれを守ることの

大切さを理解して行動することが重要です。校則によって安全で安心な学校生活が守られ、校則を通し

て「自らを律する力」を培っていくことが校則の本来のあり方です。社会に出たときに求められるの

は、指示がなくても適切に判断できる力、他者と協働できる力、所属するコミュニティや社会全体の一

員として責任ある行動ができる力です。本校での学校生活を通して、これらの力を身につけ、人生を自

らの力で切り開いていける人に成長していきましょう。 

    
※本校の制服着用のイメージ（冬服） 


